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田植 えの合間にひと休 み。国民が底抜けの笑顔に戻れる日は近いのだろうか(1992年)。

変わるネパールと変わらぬネパール
グローバル化した世界に暮らす

　 日本ではあまり報道されないが、ネパールの首

都では9月 以降、政党や人権活動家による民主化

を求めるデモが繰 り返されている。ネパールは今、

歴史的な転換点にさしかかっている気が してなら

ない。それは政体が、立憲君主制か ら共和制に変

わるかもしれないという事態である。これがいか

に革命的で微妙な問題かは、共和制 とは現に君臨

する国王を無き者にすることであり、 日本でいえ

ば天皇制を廃止するのに等 しいことだと想起 して

もらえば、ご理解いただけるだろう。

　現代ネパールの最初の転換点は1990年 の民主

化であった。多 くの犠牲を払って絶対王制が廃止

され、立憲君主制の多党制民主主義が実現 した。

だが、そうしてできた新憲法には、国王に非常事

態大権 と国軍の最高指揮権 を認める条項が残 さ

れ、民主化が不完全なことを露呈 した。ネパール

国王は民主化後も単なる 「象徴国王」ではなかっ

たのだ。平時はそれがことさら問題になることは

なかった。だが、1996年 、共和制を求める共産

党毛沢東主義派(マ オイス ト)が 武装闘争をはじ

めて内乱状態に陥 り、2001年 に王宮内で前国王

が射殺されてか らは事態が一変 した。王位を継承

した前国王の弟ギャネンドラ国王は、徐々に政治

に介入 しはじめ、今年2月1日 、ついに国軍を用

いて全権を掌握、直接統治に乗 り出したのである。

「裸
の
王
様
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方

　事 ここに至 り、これまで立憲君主制 を支持して

きた政党に変化が現われた。9月 にはネパール共

産党マルキス ト・レーニニス ト(UML)が 、は

じめて民主的共和制を党是 として謳った。一方の

有力政党、ネパール会議派 も党則から立憲君主制

の文言をなくし、共和制へ と一歩踏み込む立場を

表明した。もとより共和制の実現は、マオイス ト

が導 く武装闘争の主要な目的であった。マオイス

トはこれを機に、即刻3か 月の一一方的停戦を宣言

し、政党側に歩み寄る姿勢をちらつかせている。

　今のところ、政党が行なう集会とデモに一般市

民が大挙して加わる状況にはないようだ。国民は

汚職の疑惑が絶えない政治家(政 党)に 対 しても

信頼をなくしているからだ。だが、反国王ないし

共和制の旗の下、もし政党 とマオイス トが共闘し、

マオイス トが武装解除して元の一政党に復帰する

ようなことになれば、世論が共和制に向けて大き

く動 き出すかもしれない。「裸の王様」により後

戻 りさせ られた時計の針は、正されるのか。それ

とも国王が より強硬 な手段 で巻 き返 しを図るの

か。ネパールは今、正念場をむかえている。
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